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野村総合研究所（以下NRI）は、2010

年までの国内IT主要7市場の市場分析

および市場規模予測を行い、放送市場6

分野の2010年までの市場規模の予測結

果を発表した。

2003年12月に東京・名古屋・大阪の三

大都市圏で開始された地上デジタル放送

は放送エリアを順次拡大。2006年末まで

に日本の大部分をカバーし、2011年7月

にアナログ放送は終了する予定だ。現

在、薄型テレビの販売が好調だが、いま

だ地上デジタル放送に対応していないブ

ラウン管テレビも発売されており、対応

端末の普及が遅れている。NRIでは、消

費者の受信機買い替えのコスト負担や難

視聴世帯への対策など諸問題があるもの

の、確実に普及が進むと見ており、2010

年には普及世帯数3,512万、市場規模1

兆8,507億円になると予測している。

また、地上デジタル放送の普及を追い

風に、地上デジタル放送、BSデジタル放

送のいずれも受信可能なテレビが普及。

BSデジタル放送の市場規模はゆるやか

ではあるが着実に拡大し、2010年には

デ ー タ で 読 む 未 来

地上デジタル放送市場は2010年に1兆8,507億円に
移動体向け放送も500億円市場に成長

4,918億円に達すると見ている。

移動体向け放送分野は、2006年に携

帯電話向け地上デジタル放送が開始され

るのに伴い、市場が立ち上がる。携帯電

話やカーナビゲーションシステム向けの

新サービスの目玉となることから、市場

は急速に成長し、2010年には502億円規

模に達するものと予測している。

NRIではこれらのほか、ビデオオンデ

マンド（VOD）やモバイル放送の市場規

模も予測。VODは拡大しているものの、

収益化はまだ先のようだ。

図1 放送市場6分野の2010年までの市場規模予測
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（注）2006年4月のワンセグサービス（13セグメントに分割された6MHz帯域の1セグメントを利用するサービス）開始以降に立ち上がる市場であるため。
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図2 「トリプルプレイ」サービスの利用状況[全体と接続回線別］
1つの回線で音声・放送・データ通信の3つを提

供するサービスを「トリプルプレイ」という。ブ

ロードバンド利用者の「トリプルプレイ」サービス

の契約状況は、約6割がインターネット接続のみ。

CATV利用者は、「IP電話サービス」が少ない一方、

「映像サービス」は平均より約12％も多い。また、

光ファイバー利用者の「IP 電話サービス」は

28.2％、「映像サービス」は2.6％だが、市場導

入初期としては低くはないとしている。

地上デジタル放送受信機の国内出荷実績を見てみ

ると、最も普及が進んでいるのは地上デジタルテ

レビである。チューナーなども含めると、2005

年11月時点で730万台を超えた。
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図3 地上デジタル放送受信機国内出荷実績
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図4 今後IP映像配信で利用したいコンテンツ［全体と接続回線別］
IP映像配信サービスの利用者および利用意向者に

利用したいサービスを聞いたところ、「レンタルビ

デオの代わりとしての映画」と回答した人が最も

多かった。今後は、IP映像配信サービスがレンタ

ルビデオ店に取って代わることが予想される。

出所●図1 野村総合研究所●図2、4 インプ

レス/インターネット白書2005●図3 電子情

報技術産業協会
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（注）各サービスが厳密に IP

技術を使っているかは問わ

ず、あくまでもブロードバン

ド事業者による「電話」「映

像」について聞いている。
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